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1.データセンターでは通信性能の向上が課題に

デジタルトランスフォーメーション（DX）の進行、
ネットフリックスなど動画視聴サービスの拡大、そして
AIの成長などにより、世界のデータ量は急速に増加して
いる。一部調査によると、世界で生成、取得、コピー、
消費されるデータおよび情報量は2029年にはChatGPT登
場前の2021年比で約6.3倍に拡大する見通しだ。

AI分野については、大規模言語モデルの規模拡大やAI
サービスの利用拡大などにより、処理すべきデータ量が
特に急増している。AIシステムの根幹となるデータセン
ターでは、通信性能やエネルギー効率の一段の改善が求
められており、高性能なネットワーク機器への引き合い
が強まっている。世界のデータセンターにおけるネット
ワークインフラの市場規模は2030年に2021年比で71％増
の3,329億ドルへ拡大すると予想されている。

このようななか、足元では光ファイバーケーブルなど
を用いた光通信への注目度が高まっている。世界最大級
の光通信国際会議・展示会「 OFC （ Optical Fiber

Communication Conference and Exhibition）」への来場
者数は、2024年は約12,500人だったのに対し、2026年は
約18,000人にまで増加したようだ。

※接続、データ伝送、ネットワークセキュリティに関連する製品・サービス
Statistaのデータを基に岡三証券作成 全て推定・予想 2025年7月現在

＜世界：生成、取得、コピー、消費される
データおよび情報量の推移＞

Statistaのデータを基に岡三証券作成 2029年は予想 2025年11月現在

＜世界：データセンターの
ネットワークインフラ※市場規模の推移＞
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2.銅線から光ファイバーケーブルへの置換が進む

光ファイバーケーブルは光信号でデータ伝送を行う。
このため、電気信号を伝送する銅線ケーブルよりも、長
距離通信が可能なほか、信号の伝送速度が速いという特
性を持つ。

データセンターにおいて、従来はデータセンター間や
ラック※間接続に光ファイバーケーブルが活用されてい
た。ただ、足元ではラック内の超短距離接続において
も、光ファイバーケーブルの利用が進んでいると言われ
ている。AI半導体の処理能力向上やデータ量の増加によ
り、ラック内接続でも銅線ケーブルによる電気伝送が物
理的限界（通信速度、電力効率など）に達しつつあるこ
とが背景にあるようだ。

※サーバーやネットワーク機器を収容する専用棚

AI技術の進化などにより、今後、AIエージェントの普
及が見込まれるが、AIエージェントの稼働にあたっては
即時性が重要と考えられる。このため、データセンター
では今まで以上に高速かつ低遅延の通信が求められるよ
うになろう。光ファイバーケーブルのほか、電気信号と
光信号を相互に変換する光トランシーバー、変換を行わ
ず光信号を直接転送する光回路スイッチなどを手掛ける
企業には更なる業績成長が期待できるとみる。

※データの伝送速度を表す単位
数字が大きいほど1秒間で多くのデータを伝送できる

Statistaのデータを基に岡三証券作成 全て推定・予想 2025年12月現在

＜銅線・光ファイバーケーブルの主な違い＞

出所：各種資料 作成：岡三証券

＜世界：800ギガビット※以上の
光トランシーバーの出荷台数＞
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3.光電融合技術への注目度も高まる

さらに、「CPO（コ・パッケージド・オプティク
ス）」と呼ばれる光電融合の先端技術にも注目が集まっ
ている。CPOは、通常は半導体パッケージ外に配置され
る光学部品を、チップと同一基板上に一体化する技術で
ある。これにより、電気配線の長さを短縮し、光と電気
の信号変換の回数を減らすことで消費電力を大幅に削減
できる。加えて、1つのパッケージに機能を高密度に集積
することで小型化と高性能化を両立でき、通信効率の更
なる向上が見込まれる。

企業レベルでの開発・導入も進展している。ブロード
コムは、2021年にCPOを適用した初のイーサネットス
イッチ※を発表して以降、継続して開発を進めており、
2025年10月には第3世代のCPOイーサネットスイッチの
出荷を開始したと発表した。また、エヌビディアは2025

年3月に、データセンター向けスイッチ製品にCPOを採
用すると発表している。エヌビディアのCPOは、コーニ
ングやコヒレント、ルメンタム、TSMCなどと協業して
開発しているとされる。光技術を手がける企業にとって
は、新たな事業機会の拡大が期待されよう。

※複数の有線デバイスを接続して効率的なデータの送受信を可能にする装置

＜CPO（コ・パッケージド・オプティクス）
のイメージ＞

出所：各種資料 作成：岡三証券
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4.主な関連銘柄

出所：各種資料 作成：岡三証券 全て岡三証券取り扱い銘柄

ティッカー 銘柄名 ポイント

CIEN シエナ
光技術に強みを有する通信機器メーカー。光通信を実現するための装置に加え、ソフトウェアや運用管理プ
ラットフォームも提供する。次世代光通信技術を推進する国際組織「IOWN Global Forum」にも設立当初から
参画している

COHR コヒレント

通信・産業・計測・電子機器向け光電子デバイスなどの開発、製造、販売を手掛ける。データセンター向け
に、光トランシーバーや光回路スイッチのほか、冷却ソリューションなどを提供する。2026年3月に、エヌビ

ディアから20億ドルの出資を受けると発表した

FN ファブリネット
光通信部品などの電子機器受託製造（EMS）ソリューションを手掛ける。米国、中国、タイ、イスラエルなどに
製造施設やクリーンルーム、管理施設などを有する

GLW コーニング

高機能ガラスや光学製品などを提供する。光ファイバーケーブルでは世界トップクラスのシェアを有する。
2026年1月には、メタ・プラットフォームズと光ファイバーケーブルなどを供給する最大60億ドル規模の複数

年契約を締結したと発表した

LITE ルメンタム・ホールディングス

光学・フォトニクス製品を手掛ける。データセンター向けに、光トランシーバーや光回路スイッチなどを提供す
る。2026年3月に、エヌビディアから20億ドルの出資を受けると発表した。同年4月には、2028年までの生産

予定分は2四半期以内に完売する見込みだとした

MRVL マーベル・テクノロジー
データインフラ向け半導体の設計・開発などを手掛ける。2026年2月に、チップ間の光接続技術を開発する

セレスティアルAIを買収した。2026年3月には、エヌビディアから20億ドルの出資を受けると発表した
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